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2 0 2 2 年 1 月 3 1 日 

各  位 

株式会社三井住友銀行 

 

トーソー株式会社に「ＳＤＧｓ推進融資」を実施 

 

株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：髙島 誠）は、トーソー株式会社（代表取締役社長：前川     

圭二）に「ＳＤＧｓ推進融資」を実施いたしました。 

 

「ＳＤＧｓ推進融資」は、融資実行時に、株式会社三井住友銀行と株式会社日本総合研究所  

（代表取締役社長：谷崎 勝教）が、企業のＳＤＧｓ（※）に関する現状の取組状況を確認した上

で、本業を通じたＳＤＧｓ貢献への道すじ（ロジック）を分析し、ＳＤＧｓの取組推進に向けた  

アドバイス等をご提供する融資商品です。 

 

今回対象となりました、トーソー株式会社については、以下に記す事業を通じて、ＳＤＧｓの

目標達成に向けた貢献が期待できると判断されました。 

 

① 集成材を使用したインテリア製品の提供による木材の持続可能な利用への貢献 

目標 12 

つくる責任  

つかう責任 

12.5 2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用   

および再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する。 

目標 15 

陸の豊かさも 

守ろう 

15.1 2020 年までに、国際協定の下での義務に則って、森林、  

湿地、山地および乾燥地をはじめとする陸域生態系と内陸淡水 

生態系およびそれらのサービスの保全、回復および持続可能な 

利用を確保する。 

 

② 高断熱性能製品、安全性に配慮した製品の提供を通じた安全で快適な住環境実現への貢献 

目標 7 

エネルギーをみんなに  

そしてクリーンに 

7.3 2030 年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増

させる。 

目標 13 

気候変動に 

具体的な対策を 

13.1 すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する

強靱性（レジリエンス）および適応能力を強化する。 
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目標 3 

すべての人に 

健康と福祉を 

3.2 すべての国が新生児死亡率を少なくとも出生 1,000 件中 

12件以下まで減らし、5歳以下死亡率を少なくとも出生 1,000件

中 25 件以下まで減らすことを目指し、2030 年までに、新生児  

および 5歳未満児の予防可能な死亡を根絶する。 

 

三井住友銀行では、「ＳＤＧｓ推進融資」により、本業を通じ、ＳＤＧｓが達成される社会の実現

に貢献をしてまいります。 

 

＜ご参考＞ 

※ ＳＤＧｓとは 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称。国連総会で採択された、新興国 

だけでなく先進国等あらゆる国と地域が、貧困や平等、教育、環境等、「誰も取り残されない世界」

の実現を 2030年までに目指す 17の目標と 169のターゲットのことです。 

 

以  上 

 

このニュースリリースは、投資や勧誘を推奨することを目的としたものではありません。 


